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合 同
ごうどう

作 業
さぎょう

チーム
ち ー む

（医 療
いりょう

）議事
ぎ じ

要旨
ようし

（１２月
がつ

） 

 

１．日時
にちじ

：平 成
へいせい

２２年
ねん

１２月
がつ

７日
にち

（火
か

）１４：００～１７：００ 

２．場所
ばしょ

：厚 生
こうせい

労 働 省
ろうどうしょう

低 層 棟
ていそうとう

２階
かい

講 堂
こうどう

 

３．出 席 者
しゅっせきしゃ

 

堂 本
どうもと

座 長
ざちょう

、三田
み た

副 座 長
ふくざちょう

、伊澤
いざわ

委員
いいん

、 河
かわ

﨑
さき

委員
いいん

、 川
かわ

﨑
さき

委員
いいん

、関 口
せきぐち

委員
いいん

、

広田
ひろた

委員
いいん

 

 

４．議事
ぎ じ

要旨
ようし

 

（１）第
だい

1 回
かい

及
およ

び第
だい

2 回
かい

作 業
さぎょう

チーム
ち ー む

における確 認
かくにん

事項
じこう

 

【非自発的
ひじはつてき

入 院
にゅういん

を減
へ

らしていくことについて】 

・ イタリア
い た り あ

では強 制
きょうせい

入 院
にゅういん

を 徐 々
じょじょ

に減
へ

らしていくための 目 標 値
もくひょうち

を 掲
かか

げており、こ

の手 法
しゅほう

は使
つか

えるかもしれない。 

・ 現 状
げんじょう

としては、任意
にんい

入 院
にゅういん

６割
わり

、医 療
いりょう

保護
ほ ご

入 院
にゅういん

４割
わり

で、措置
そ ち

入 院
にゅういん

の割 合
わりあい

は

非 常
ひじょう

に 低
ひく

い。ただし、ベスト
べ す と

な比率
ひりつ

についての 判 断
はんだん

は困 難
こんなん

である。できるだけ

自分
じぶん

の意思
い し

で入 院
にゅういん

してもらうという点
てん

は問 題
もんだい

ない。 

・ 目 標
もくひょう

を定
さだ

めると、そこまではよいことになってしまう。 

・ ある県
けん

では、自殺
じさつ

願 望
がんぼう

のある当 事 者
とうじしゃ

がソフト
そ ふ と

救 急
きゅうきゅう

の窓 口
まどぐち

で任意
にんい

入 院
にゅういん

を希望
きぼう

したが、一人暮
ひとりぐ

らしで保護者
ほごしゃ

がいないという理由
りゆう

で警 察 官
けいさつかん

通 報
つうほう

による措置
そ ち

入 院
にゅういん

を勧
すす

められた。自 発 的
じはつてき

な入 院
にゅういん

を希望
きぼう

する当 事 者
とうじしゃ

が任意
にんい

入 院
にゅういん

できない仕組
し く

みはお

かしい。 

・ 医 療
いりょう

保護
ほ ご

入 院
にゅういん

が基本
きほん

にあるという現 状
げんじょう

が問 題
もんだい

。本 人
ほんにん

が入 院
にゅういん

するのに納 得
なっとく

しているのであれば、入 院
にゅういん

契 約
けいやく

を交
か

わせる能 力
のうりょく

があるのだから、任意
にんい

入 院
にゅういん

にす

べき。任意
にんい

入 院
にゅういん

の書 類
しょるい

の様 式
ようしき

に保護者
ほごしゃ

の記 載 欄
きさいらん

があるのはおかしい。 

・ そもそもそのような運 用
うんよう

は違法
いほう

である。任意
にんい

入 院
にゅういん

に関
かん

してそのような様 式
ようしき

はな

い。ただ、連 絡 先
れんらくさき

という意味
い み

での保護者
ほごしゃ

として書
か

いてもらっている病 院
びょういん

もある。 

・ 窓 口
まどぐち

の対 応
たいおう

に問 題
もんだい

がある。 

・ 任意
にんい

入 院
にゅういん

の法 的
ほうてき

手 続
てつづき

を明 確
めいかく

に規定
きてい

すべき。整理
せいり

が必 要
ひつよう

。 

・ 現 行 法
げんこうほう

でも整理
せいり

は可能
かのう

。 

総合福祉部会 第 11回 
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・ 更
こう

生保
せいほ

護法
ごほう

の制 定
せいてい

により意識
いしき

改 革
かいかく

がなされたように、 新 法
しんぽう

の制 定
せいてい

は有 効
ゆうこう

。 

・ 強 制
きょうせい

入 院
にゅういん

をなるべく減
へ

らすように。他
ほか

の形
かたち

で 医 療
いりょう

に結
むす

びつかないと。不幸
ふこう

な

形
かたち

で精 神
せいしん

医 療
いりょう

に結
むす

びつかないように。違
ちが

う入 院
にゅういん

形 態
けいたい

で、という方
ほう

向 性
こうせい

を

書
か

いてほしい。 

【精 神
せいしん

医 療
いりょう

の法
ほう

体 系
たいけい

のあり方
かた

について】 

・ 精 神
せいしん

保健
ほけん

福 祉 法
ふくしほう

の福祉
ふくし

部分
ぶぶん

が総 合
そうごう

福 祉 法
ふくしほう

（仮 称
かしょう

）に移行
いこう

すれば、医 療 部 分
いりょうぶぶん

については残
のこ

る。 

・ 地域
ちいき

保 健 法
ほけんほう

で、というわけではなく、保健
ほけん

施策
せさく

も含
ふく

めた医 療
いりょう

を別
べつ

に定
さだ

めるべき。 

・ 地域
ちいき

保 健 法
ほけんほう

は 全
まった

く機能
きのう

していない。ニューヨーク
に ゅ ー よ ー く

では当 事 者
とうじしゃ

の退 院 後
たいいんご

、市
し

が

アパート
あ ぱ ー と

を借
か

り上
あ

げて、支 援 者
しえんしゃ

も１対
たい

１でついて、2 年 間
ねんかん

就 労
しゅうろう

訓 練
くんれん

や通 学
つうがく

の

サポート
さ ぽ ー と

を行
おこな

う通 過 型
つうかかた

の支援
しえん

が実施
じっし

されている。 

・ そのような機能
きのう

を果
は

たせる精 神
せいしん

保健
ほけん

福祉
ふくし

センタ
せ ん た

ーにしていくべき。 

・ 精 神
せいしん

保健
ほけん

福祉
ふくし

センタ
せ ん た

ーは９時
じ

から５時
じ

までしか開
ひら

いておらず、全
まった

く機能
きのう

していない。 

・ 保 健 所 法
ほけんじょほう

で保健師
ほけんし

の配置
はいち

について規定
きてい

し、増 員
ぞういん

がなされた。精 神
せいしん

について特化
とっか

した法 律
ほうりつ

を制 定
せいてい

する意義
い ぎ

は何
なに

か。 

・ 医 療
いりょう

の中
なか

でメリハリ
め り は り

をつける必 要
ひつよう

がある。 

・ 一 般
いっぱん

医 療
いりょう

と同 等
どうとう

の 金
かね

と人
ひと

をかけるべき。 社 会 的
しゃかいてき

入 院
にゅういん

が解
かい

消
しょう

され地域
ちいき

移行
いこう

が進
すす

めば、人手
ひとで

が要
い

るのは決
き

まっている。病 床
びょうしょう

の削 減
さくげん

目 標
もくひょう

を立
た

て、５年
ねん

毎
ごと

に見直
みなお

すなど、突 出
とっしゅつ

して多
おお

いベッド数
べっどすう

の削 減
さくげん

に向
む

けた取 組
とりくみ

が必 要
ひつよう

。いくつ減
へ

ら

すということは厚 生
こうせい

労 働 省
ろうどうしょう

が言
い

うべき。 

・ 地域
ちいき

での受
う

け皿
ざら

の確保
かくほ

と並 行
へいこう

する必 要
ひつよう

がある。 

・ 精 神
せいしん

に特化
とっか

した医
い

療 法
りょうほう

の 制 定
せいてい

に賛 成
さんせい

。単
たん

に一 般
いっぱん

医 療
いりょう

に組
く

み入
い

れてよいも

のか疑問
ぎもん

。 

・ 受
う

け皿
ざら

の確保
かくほ

と病 床
びょうしょう

削 減
さくげん

は何 年
なんねん

かかける必 要
ひつよう

がある。 

・ 意見
いけん

が分
わ

かれている点
てん

は、中 間 的
ちゅうかんてき

な部分
ぶぶん

をどこで整備
せいび

するか。地域
ちいき

医 療
いりょう

と福祉
ふくし

がオーバーラップ
お ー ば ー ら っ ぷ

してくる部分
ぶぶん

が医 療
いりょう

と一 緒
いっしょ

になれば、第二
だいに

の強 制
きょうせい

医 療
いりょう

になっ

てしまう。 

・ 精 神
せいしん

保健
ほけん

福 祉 法
ふくしほう

が廃
はい

止
し

されれば、国
くに

の所 管 課
しょかんか

もなくなるのでは。 

・ むしろ国
くに

の関与
かんよ

は大
おお

きくなる。 
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・ 救 急
きゅうきゅう

のニーズ
に ー ず

はほとんどクリニック
く り に っ く

の患 者
かんじゃ

。地域
ちいき

医 療
いりょう

の裾野
すその

だけが 広
ひろ

がっても

意味
い み

がない。 

・ 刑 務 所
けいむしょ

、拘 置 所
こうちしょ

及
およ

び 入
にゅう

管
かん

に拘 禁
こうきん

されている全
すべ

ての障 害 者
しょうがいしゃ

に対
たい

して医 療
いりょう

が保 障
ほしょう

されなければならない。また、条 約
じょうやく

には記載
きさい

がないが、自由
じゆう

を束 縛
そくばく

される

場合
ばあい

の適 正
てきせい

手 続
てつづき

は記載
きさい

しなくてはいけない。 

・ 土日
どにち

はクリ
く り

ニック
に っ く

が開
ひら

いていないので、薬
くすり

の処 方
しょほう

にも手間取
て ま ど

る。精 神 科
せいしんか

救 急
きゅうきゅう

の

整備
せいび

が必 要
ひつよう

。 

・ 当 番
とうばん

クリニック制
くりにっくせい

を整備
せいび

すべき。 

・ 開 業
かいぎょう

している指定医
していい

が病 院
びょういん

において指定医
していい

の職 務
しょくむ

を行
おこな

うことも可能
かのう

。 

 

（２）推 進
すいしん

会議
かいぎ

の第二次
だいにじ

意見
いけん

素案
そあん

について内 容
ないよう

確 認
かくにん

と意見
いけん

交 換
こうかん

 

・ 地域
ちいき

での定 着
ていちゃく

支援
しえん

や生 活
せいかつ

支援
しえん

の充 実
じゅうじつ

が必 要
ひつよう

。 

・ 医 療
いりょう

については難 病
なんびょう

等
とう

だけで精 神
せいしん

はいつも入
はい

っておらず、地域
ちいき

移行
いこう

の項 目
こうもく

に

おいて記載
きさい

されている。医 療
いりょう

にも記載
きさい

するよう主 張
しゅちょう

すべきではないか。 

・ 素案
そあん

で障 害 者
しょうがいしゃ

基 本 法
きほんほう

に 反 映
はんえい

されず漏
も

れた部分
ぶぶん

は、附則
ふそく

にいれることも考
かんが

える

べき。 総 合
そうごう

福 祉 法
ふくしほう

とは 別
べつ

に基 本 法
きほんほう

で 担
たん

保
ほ

するべき。 精 神
せいしん

に特化
とっか

したものを

時限
じげん

立 法 的
りっぽうてき

に入
い

れたい。 

 

（３）地域
ちいき

生 活
せいかつ

支援
しえん

・地域
ちいき

移行
いこう

について 

【社会的
しゃかいてき

入院
にゅういん

の解消
かいしょう

】 

・ 相 談
そうだん

支援
しえん

事 業
じぎょう

という表 記
ひょうき

は不 適 切
ふてきせつ

。生 活
せいかつ

支援
しえん

という表 記
ひょうき

の方
ほう

が良
よ

い。 

・ 指定
してい

相 談
そうだん

は使
つか

いにくい。自分
じぶん

の運 営
うんえい

している相 談
そうだん

事 業 所
じぎょうしょ

では、毎 月
まいつき

会費
かいひ

５

００円
えん

程度
ていど

で主治医
しゅじい

を把握
はあく

した上
うえ

で夜間
やかん

の携 帯
けいたい

連 絡 先
れんらくさき

を教
おし

えている。報 酬
ほうしゅう

は雀
すずめ

の涙
なみだ

でボランティア
ぼ ら ん て ぃ あ

状 態
じょうたい

。 

・ 現 状
げんじょう

の入 院
にゅういん

期間
きかん

はどのくらいか。長 期
ちょうき

に及
およ

ぶ措置
そ ち

入 院
にゅういん

は昔
むかし

の話
はなし

。 

・ 現 在
げんざい

、ずっと措置
そ ち

入 院
にゅういん

ということはない。 

【退 院
たいいん

する人
ひと

を地域
ちいき

で支
ささ

える地域
ちいき

移行
いこう

支援
しえん

システム
し す て む

の構 築
こうちく

】 

・ 社 会
しゃかい

モデル
も で る

と言
い

ったところで地域
ちいき

に人 材
じんざい

があるか。 

・ 精 神
せいしん

医 療
いりょう

福祉
ふくし

の財 源
ざいげん

比率
ひりつ

が９７：３ということについてはなんとかしなければな
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らない。 

・ 地域
ちいき

移行
いこう

支援
しえん

システム
し す て む

の 構 築
こうちく

について、 全
すべ

てを福祉
ふくし

サービス
さ ー び す

として行
おこな

うのはいい

のか。医 療
いりょう

も必 要
ひつよう

ではないか。 

・ 医師
い し

からの紹 介 状
しょうかいじょう

を得
え

ているからこそ、不 調
ふちょう

となった際
さい

、 訪 問
ほうもん

介護
かいご

を通
つう

じて

医 療
いりょう

機関
きかん

につながる。医 療
いりょう

も必 要
ひつよう

。 

・ 精 神
せいしん

医 療 費
いりょうひ

が１．９兆 円
ちょうえん

で、医 療
いりょう

と福祉
ふくし

の財 源
ざいげん

比率
ひりつ

について偏
かたよ

りがあると

いうことは 強 調
きょうちょう

しない 方
ほう

が良
よ

い。 国 民
こくみん

の誤解
ごかい

を 招
まね

くおそれがある。医 療 費
いりょうひ

トータル
と ー た る

の中
なか

での、といった方
ほう

が良
よ

い。 

・ 精 神 科
せいしんか

病 床
びょうしょう

が 全 体
ぜんたい

の２５％に対
たい

し、財 源
ざいげん

では２５％を占
し

めていないことを示
しめ

したい。 

・ 医 療
いりょう

の必 要 性
ひつようせい

についても書
か

くべき。 

・ 何
なに

かのときのバックアップ
ば っ く あ っ ぷ

としての医 療
いりょう

は必 要
ひつよう

。 

・ 「 医 療
いりょう

モデル
も で る

」から「 社 会
しゃかい

モデル
も で る

」へ、とすると 医 療
いりょう

を排
はい

除
じょ

することとなり、

不 適 切
ふてきせつ

。「医 療
いりょう

と福祉
ふくし

の統 合
とうごう

モデル
も で る

」という表 現
ひょうげん

はどうか。 

・ 社 会
しゃかい

モデル
も で る

とは、そもそも医 療
いりょう

を含
ふく

む側 面
そくめん

がある。 

・ 福祉
ふくし

も医 療
いりょう

と対 等
たいとう

になるべき。福祉
ふくし

も主治医
しゅじい

の診 断
しんだん

に従
したが

っている。スタッフ
す た っ ふ

の

教 育
きょういく

が必 要
ひつよう

。 

・ 「医 療
いりょう

と福祉
ふくし

が連 携
れんけい

したシステム
し す て む

の構 築
こうちく

」の必 要 性
ひつようせい

をうたうこととする。 

・ 自立
じりつ

支 援 法
しえんほう

改 正 法
かいせいほう

で、ＰＳＷの位置
い ち

づけられ 方
かた

が 明 確
めいかく

になった。４８時間
じかん

研 修
けんしゅう

を受
う

けた 認 定
にんてい

ピアカウンセラ
ぴ あ か う ん せ ら

ーも 存 在
そんざい

する。ＰＳＷの 下
した

で 働
はたら

く 認 定
にんてい

ピアカウンセラ
ぴ あ か う ん せ ら

ーという案
あん

は不 適 切
ふてきせつ

。資金
しきん

について公 的
こうてき

な低利
ていり

貸 付
かしつけ

が可能
かのう

とな

れば社 会
しゃかい

復帰
ふっき

施設
しせつ

の整備
せいび

が進
すす

む。 

・ 本 人
ほんにん

不在
ふざい

でやらないでほしい。「当 事 者
とうじしゃ

の主 体 性
しゅたいせい

を尊 重
そんちょう

し」を明記
めいき

するべき。 

・ ２４時間
じかん

３６５日
にち

電話
でんわ

相 談
そうだん

でき、駆
か

けつけられるセンタ
せ ん た

ーを各 県
かくけん

１箇所
かしょ

は設置
せっち

す

るべき。精 神
せいしん

保健
ほけん

福祉
ふくし

センタ
せ ん た

ーは必 要
ひつよう

。 

・ 「基 本 法
きほんほう

にこれだけは入
い

れなくてはならない」、という議論
ぎろん

が必 要
ひつよう

。 

・ 当 事 者
とうじしゃ

が求
もと

めているのは、相 談
そうだん

支援
しえん

よりご飯
はん

を食
た

べさせてくれること。「相 談
そうだん

支援
しえん

」ではなく、「生 活
せいかつ

支援
しえん

」と記 述
きじゅつ

するべき。 

・ 現 在
げんざい

の相 談
そうだん

支援
しえん

事 業
じぎょう

と全
まった

く同
おな

じ意味合
い み あ

いではないとすれば、書
か

き入
い

れておいた
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方
ほう

が良
よ

い。 

・ 同 行
どうこう

支援
しえん

を受
う

ける場合
ばあい

は相 談
そうだん

にとどまらない。住 居
じゅうきょ

は重 要
じゅうよう

。退 院 後
たいいんご

、ＧＨ・

ＣＨに入
はい

って、と段 階
だんかい

を踏
ふ

むような現 状
げんじょう

の流
なが

れは良
よ

くない。ある自治体
じちたい

では施設
しせつ

が

ないからいきなりアパート
あ ぱ ー と

単位
たんい

で 入
にゅう

居
きょ

させている。 

・ 本 人
ほんにん

が情 報
じょうほう

を得
え

て住 居
じゅうきょ

を選
えら

べるようにする必 要
ひつよう

がある。 

【上 記
じょうき

システム
し す て む

を構 築
こうちく

するに当
あ

たり、従 来
じゅうらい

の障 壁
しょうへき

の解 消
かいしょう

が必 要
ひつよう

】 

○地域
ちいき

移行
いこう

を妨
さまた

げてきた理由
りゆう

 

・ 地域
ちいき

移行
いこう

を妨
さまた

げてきた理由
りゆう

として、「家族
かぞく

の反 対
はんたい

」を加
くわ

えてほしい。 

・ 社 会
しゃかい

資源
しげん

が不足
ふそく

していたときは家族
かぞく

は反 対
はんたい

していた。 

○財 源
ざいげん

の確保
かくほ

について 

・ 「 安 心
あんしん

して駆
か

け込
こ

めるドロップインセンタ
ど ろ っ ぷ い ん せ ん た

ー（シェルタ
し ぇ る た

ーなどの居場所
いばしょ

）を設
もう

ける。」

と 記 述
きじゅつ

する。 

【地域
ちいき

移行
いこう

を推 進
すいしん

するには住 居
じゅうきょ

確保
かくほ

は最 重 要
さいじゅうよう

課題
かだい

】 

・ ＧＨなら病 院
びょういん

、家族
かぞく

が安 心
あんしん

して出
だ

せるということで選
えら

ぶこともある。 

・ 「 公 営
こうえい

住 宅
じゅうたく

」のうち、ＧＨは「でも、しか」施設
しせつ

となっている。 

・ 以前
いぜん

ＧＨ、ＣＨを 削 除
さくじょ

すべきと提 言
ていげん

したが、ＧＨは入
い

れた方
ほう

が良
よ

い。 

・ ＧＨは３年
ねん

経
た

ったら出
で

る、ということで落
お

ち着
つ

かない。 

・ 「 公 営
こうえい

住 宅
じゅうたく

を 提 供
ていきょう

」と言
い

うのでなく「多様
たよう

な 住 宅
じゅうたく

（ 公 的
こうてき

な住 居
じゅうきょ

を含
ふく

む）

を整備
せいび

」と言
い

う。 

・ 入 院 中
にゅういんちゅう

は 年 金
ねんきん

だけでやっていけるが、 退 院
たいいん

すると費用
ひよう

がまかなえない。 

・ 昨 年
さくねん

の今後
こんご

の 精 神
せいしん

保健
ほけん

医 療
いりょう

福祉
ふくし

のあり 方
かた

等
とう

に 関
かん

する 検 討 会
けんとうかい

で、

入 院 中
にゅういんちゅう

から生 活
せいかつ

保護
ほ ご

を 支 給
しきゅう

するという 決 定
けってい

が出
だ

された。 

・ 退 院
たいいん

に当
あ

たっては、 生 活
せいかつ

保護
ほ ご

となるケース
け ー す

も 少
すく

なくないので、医 療 費
いりょうひ

扶助
ふじょ

、

住 宅
じゅうたく

扶助
ふじょ

、 所 得
しょとく

保 障
ほしょう

の 要 件
ようけん

を退 院 後
たいいんご

の当 事 者
とうじしゃ

が備
そな

えるようにする 必 要
ひつよう

がある。職 員
しょくいん

の 対 応
たいおう

の悪
わる

さを書
か

き込
こ

むのは難
むずか

しい。主 体 性
しゅたいせい

で読
よ

み込
こ

むべき。 

・ 生 活
せいかつ

保護
ほ ご

の 窓 口
まどぐち

の対 応
たいおう

が悪
わる

い。生 活
せいかつ

保護
ほ ご

を受
う

けられず、結 局
けっきょく

再 入 院
さいにゅういん

とな

る。 

・ 「 退 院
たいいん

する 障 害 者
しょうがいしゃ

が地域
ちいき

生 活
せいかつ

を 営
いとな

むにあたって、 公 的
こうてき

機関
きかん

は合 理 的
ごうりてき

配 慮
はいりょ

をもって円 滑
えんかつ

に支援
しえん

すること。」と追記
ついき

する。 
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・ 安 心
あんしん

入 居
にゅうきょ

制度
せいど

等
とう

、地域
ちいき

によって対 応
たいおう

は様 々
さまざま

。 

・ 地域
ちいき

生 活
せいかつ

支援
しえん

センタ
せ ん た

ーも金
きん

さえあれば、食 事
しょくじ

・ベッド
べ っ ど

の提 供
ていきょう

は可能
かのう

。中 間
ちゅうかん

の

場
ば

として精 神
せいしん

保健
ほけん

福祉
ふくし

センタ
せ ん た

ーに限 定
げんてい

すべきではない。 

・ 「 訪 問 型
ほうもんかた

診 療
しんりょう

への診 療
しんりょう

報 酬 上
ほうしゅうじょう

の手当
て あ

て」とあるが、ＡＣＴ（包 括 的
ほうかつてき

地域
ちいき

生 活
せいかつ

支援
しえん

）は全 国
ぜんこく

でまだ１０程
ほど

しかない。 

・ 最 近
さいきん

は、ＡＣＴに限
かぎ

らず病 院
びょういん

も 訪 問
ほうもん

を行
おこな

っている。 

【地域
ちいき

移行
いこう

支援
しえん

に必 要
ひつよう

な 人 材
じんざい

育 成
いくせい

】 

・ 地域
ちいき

移行
いこう

に伴
ともな

う 体 制
たいせい

確保
かくほ

が 重 要
じゅうよう

。 

【地域
ちいき

移行
いこう

に必 要
ひつよう

な 就 学
しゅうがく

支援
しえん

、就 労
しゅうろう

支援
しえん

】 

・ 地域
ちいき

生 活
せいかつ

支援
しえん

センタ
せ ん た

ーよりも 就 労
しゅうろう

支援
しえん

センタ
せ ん た

ーの 方
ほう

が家族
かぞく

、 本 人
ほんにん

ともに

登 録
とうろく

しやすい。 

 

以 上
いじょう

 


